
島根県中部海域総合開発調査
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竹内四郎・由木雄一・勢村均・日野佳明・井岡久・藤原情・的場実

調査のねらい

対象海域における漁場環境及び資源の動向・漁業の実態を明らかにし，現状と問題点を明確にし

て，海域総合開発の基本的構想の樹立を図ろことである。

（１）沖合漁場の開発

対象海域におけるブリ・タイ類等の重要国を対象に生態・分布及び環境要因を明らかにして，海

域の生産特性をみい出し，誘導，滞留礁などの効果を応用し，場の収容力を高め資源の積極的な増

大と漁場の高度利用の方策を検討する。

②浅海漁場の開発

浅海域を産卵，幼椎仔の育成場，沖合生産礁への資源補給の場として位置づけ基礎生産力，幼椎

仔の着底状況，餌科生物等c冴猪；要因を把握し，増殖場としての評価を行い開発手法を検討する。

③磯根資源の増殖

岩礁砂浜混合海域という本海域の特性をつかみ，アワビ・サザエ・ウニ・イタヤガイ等の生,息量，

育成面積，餌科となる藻類等の現存麺を把握し，あわせて既存造成漁場の効果の検討と実証実験を

展開し腓漁場造成人工種苗放流，天然種苗の沈着等の開発方式の確立を図b，再生産効率を高め
る施策構想まで進めろ。

（４）実胚実験

ア，稚魚誘導礁の検討

ブリ幼椎仔（モジャコ）の人工海藻による湾内への積極的な誘導の可能性を検討する。

イ，餌科生物の増殖

魚類の滞留，育成は餌科生物の多寡に大きく左右されることから，餌科培養施設を検討す
る。

ウ，イタヤガイの外海養殖並びに地まき式養殖の検討

エ，有用資源の天然採苗

ウニ等の有用資源の天然採苗を実施し，増殖手段としての可能性を探る。

以上(1),(2)，(3)，(4)について調査した結果を検討し，以下のようにとりまとめて，国へ報告した。

＊水産振興課

－４８－



１，委既調査結果とこれに対する考察

（１）対象地区の社会，経済樹生と事業の必要性

開発事業の必要性対策,＿方向付社会，経済条件，漁業経営の現況と問題点

天然資源に依存しているため現在の多磁砥漁業形態

鐙生かしつつ生顛件を為めろ。漁場の拡大で同一漁

業ぞ出来るだけ鍵<行うようにする。

漁業の経営形態：蝋独経営は１０％とわずかで,９劇近くが

他の漁業と襖合経営で成立っていろ。
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海域総合卒業
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漁業就業者：平均fi2令約50才で，５０才以上がかなりの割

合砦占め，窩令化が進んでいる。後継者も４０％程度あるも

ののⅢ流動的である。

２

<ズ
平均所得額の増肌安定と階間間の所得粥差の縮少，

魅力ある康粟とする。

漁業の経営体階囲：Ｏ～５トン階囲がＢ劃碆占め，馬力ア

ップ，増トンにより３～５トン階囲へ無申していろ。増ト

ンとともに懲油料が軽営を圧迫しつつある。

３

漁塙造成：資源の増大で中#高級魚の生瀝風の墹大

を図ろ。また活魚出荷等の付加価値を,１．$ぬる。
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③ 対象機種：活魚出荷の可能なマダイーヒラメ醤中心に中魔

級魚への鰯要が増大している。イサキ・メバル・スズキ鞍

ど少量漁獲魚極が高級化されてきた。

４

漁栗経営の合理化：沿津漁場の再開発による踊豊の

短樒。

４

漁;町ﾜﾃ得：－漁家当りの所得額はまちまちで大型船ほど

良い納果が出ていろ。漁頻の大半を占める０～５トン階囲

は300～400万円でアンケート調査では500万円程度の水

揚高を望んでいる。

５

>|憲駕鰐:糊の鵬…靴!…
漁業以外の収入：漁業就業者の８割は漁業のみで生活して

いる。また恵麓調迩でも９割以上が今後も漁業醤続けたい

と考えていろ。

６

漁粟握興策の緊急度：アンケート調萱でみろと①漁場砿備で

（約60％）②漁港整備（３０％），その他許可等の漁業調

７

霊，団苗放流，陸上施設の羅備,研究指導。



(2)対象海域の生物特性と開発可能性

⑫
。

マダイ 浮遊～着底期（５月） 着底期（６月） ７～８月 1才魚
生態 砂浜地帯の河口域を中心に水深６ｍ前後に

薯底する。（図３）

砂浜地帯の河口域を中心に水深１５ｍ前後

に分布する。（図３）

砂浜地糟より進散して沖側の水深20～6０

ｍに分布する。（図３ ５）

成是式１＝0.724ｔ＋皿（１はﾛ助ｔは５

月末日を時間ｔ＝Ｏとおいて）（図７）

体長と体重の関係

Ｗ＝4.3985ｘ１０－５ｘＩ'･麺５（図８）

飼料転換効率＝0.27（図１４）

水深６０ｍ以洩の沿岸域に分布する。（開１０

)。岩礁附近に生活するように紘乙。

飼料（図11.12）

現存且（妻３）

椀脚類，アミ類

227万尾

アミ類，端脚類

300万尾

甲殻類，多三E類等の雑食性

105万尾（８月，推定）

甲殻鶏多毛HMI，魚卵等の雑食性

26.1万尾
収容髄（妻４）
(砂浜地帯，水深
10～20ｍ）

330674万尾 150万尾 2(〕６万尾 （２６．１万尾）

撞獲実態 本県におけるマダイの漁翻itは，近年鐘少しつづけており，ここ数年では，３０()～400トンにあI)，そのうら本海域では,約８０トンが漁獲されていろ（閃1７

底曳であり，次いで釣り，地曳網である。漁獲物の年令組成をみろとＩ小底！釣り，地曳網と６２才魚が主体である。（図1９，２０

yu麺r~ｌまたＭ＝0-鉛（岡田）より１才魚の現存埋巻推定すると，２６．１万尾であった。（表５）

このときＭ＝３.詔year~ｕとすると漁獲率は069と遮った。

Ｐ

、 １８）。王要漁業は小型

２２）。揮議放流結果より求めた漁護係数Ｆ＝025

。ＲＥＡ方法醤用いて２才魚以降の今死亡係数を求めろと，Ｚ＝1.97y画T~ｌとなり

問ｇＥ点と

改善可能性

本碑騒に石腿するマダイ確魚醤300万尾と考えろと，生残率を0.9826day~1（花渕）として，８月には，105万尾が残る。本海域における1才魚の現存fRは126.1万尾であ！)，この

間の死亡をt1Q裳死亡は小さいので，自鱒E亡のみであると考えろと，Ｍ＝1.66year-lと大急砥頃となる。

この躯は0才魚の８月より，翌年の４月までの成長段階で本海域の環境収容愚が0才魚の８月の現序最と比較してかなり小さく，上述の期間に相当な死亡や逸散が起っている鞭を示唆
している。したがって，大規模j繍殖場を造成する事によって現境収容鐵魯増大させ，漁業生藤逸墹加させる事が出来ろと考えられる”

増産可能瞳

騨騨露蕊録鑓
砂浜地譜

着腫（300万尾）

２６万尾一一一蝋篝-18万い
砂浜地帯

着底（300万尾）鰯癖辮蕊辨簿

＋－－－－
（ 81iii ＿＿＞＋－－１才一一一つく－－－－２才一一一＞Bjlに大規模増殖場に26万尾韓収容すると考える｡８月から翌

翌年の３月までの鑪少は自然死亡Ｍ＝Ｕ犯

-＞105万尾一●26,1万

長105万尾

二三三ｶｔ三二

尾一一一＞261万尾雲if雪二

154万尾

10.4万尾一

15.4万尾￣

yＢａｒ-１（岡田）と

逸散Ｅ＝Ｏ」7yeaT-uによるものとすると，３月に'よ，１０．９万

尾漁獲開始の４月（２才魚）には，10.4万尾が残っている ｡

漁灘７．２万鴎なおＥ＝0.l7ye3r-1は島根県益田市沖の天然礁へ放流した，

~~~不一一一＞標識放流魚の再捕結果よりもとめたものである。２才魚104万

－＞

よりの漁獲金額を漁獲率0.69よりもとめろと１０．４万尾ｘ0.69

ｘ0.307K,ｘ０２万円＝４`406万円ここ･EiO307KFは２才魚の

平均体璽，0.2万円はキ口当りの単価であり04406万円が大

規模増殖場を造艇した事によるガ漁硬金額増という期になる。

なお大規模に収容しきれ舷かつた0才魚の８月７９万尾は，現行と同繊に漁獲されてij<と考える⑪4.400万円の効果壱上げる事の出釆ろ大規棋増殖場の規模について必要飼料量より孝

えると飼料生物付着材としてヘチマロン轌月jいろと，約9.5ｘ１０４ｍｉが必要という市になる（我８） ⑥
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上 ブ 〆 稚魚～劫無期 １才魚 ２J 魚

生態 ●５～７月頃までは河口域を111心とした浅海域lこ築中分布

するが，８月頃から浅海から沖合にかけて分布する。

●惟魚IHIの減耗Iｵ大きく，自然死白食聾が考えられろ。

●啓散としてIまＩヒラメ･エソ，ホウボウ等があげられる。

◇当域においては,稚魚期の不合理漁獲は行われていな'八。

(翌９）

◇洩海から沖合にかけて広く分布するが移動範囲は大きく

ない｡

◇魚礁性が強くなり 小魚⑩多いとこるに鯉まる。

◇当城内でのi鰍1尾数は，約１０万尾と推定され，そのうら

80％が小型底曳で漁麺される。

沿岸では釣・ボリ網・定避で漁種きれる。

（表１０．１１‐図瀦）

◇漢海から沖合にかけて唾《分布する。
●

魚磁性が極めて強く恋ろ反面，移動も大きく毬愚。

◇当域内での漁痩尾數は約３万尾と推定され，秋～海にか

けて多く識られるゆ

飼料生物 アミエピ，シブス。小魚，小型甲殻類 小魚，イカ類，111穀類 魚類，イカ類，甲殻類

涜源と漁業の現状

Ｓ堂１０．３髭Ｓ＝１８％Ｍ＝0．２

Ｓ＝0.927day￣ 】
Ｓ莞0.993[hy- １ Ｆ＝0．５１

Ｃ =T釜,v｢（ l－ｅ－（Ｆ十Ｍ））Ｎ

ⅢＩ趣点

｡

①稚魚期の滅糀が大きい。

②収容冠は浅海城のアミエピ・小魚のlitに支iiEされる。

q)－定騒の飼料廷保持できる空間の不足により逸敬が大きく趣愚。（特に２才魚以降）

②１才魚にかかる漁獲強腰力;大きい。

改善可lil：性 ①初騨､餌科`I物の増大は現段購では凹蓮。

②魚食性移行後は鴎による小魚の鋼禦で餌料生物の墹大に

より可ii増。

(､漁場造成による飼料空間のIiil大で．収容fit曇かさあげできろ。

②大規模海域鰹の造成によりリ底蝿綱による１才魚への漁穫;iiHrib下げることが可能と考えられるが、効果試算につい

ては検討中である。

鯛露可能量

１．４５７万lＥ １５０万尾 ３８万 １９万

燗人賦莞４．３万（２０トン）

墹大ｻﾊﾞ凸=２１５トン

蕪Ｌ’埋砥卿刀､ｂｌｒＮｕ霧で②笙蕪竿鱈蝿Iこよる飼料筆翻の姻人で高める。

ＯＧ

■

■

ｑｑＢ◆●■■⑪■⑤甲宇■■■■■⑪●■■■■ ■－ｃ

ｑ

ｑ

■

●

｜（Ｓ碧鏑兜）｜
■炉の●の■Ｂ●▲凸■▲し■－－－－■■■■□巳▲▲Ｂｒ

案２，礁による収容fitの増大Iと上って，ilij域全休の収容斌昏かさ上げする。

増大量＝（礎の収容傭率一】）×
造戚面積（23.541h㎡）

全体而樹

Ｚｎテー－－，

（７５トン》

×漁穫騒

（３～11倍・科学魚探より）（667.5kげ.O～Ｍ()、）

(灘２）

－ｒ－＞
漁醗１４万（．＋４．３万）（逸散分含tP）漁漉

.／

金瀬3.000～4.000万円
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ブリ モジ十コ
￣

ツパス （0．５才） ハマチ（1才） マルゴ（２才） ブリ（３才以上）

生態 Ｆ・Ｌ３～１８ｍ

容先,.流れ藻とともに来遊する

標識放流,９０日後山形県で￣尾

再捕１短期間で大きば移動壱行

う。（海流クラゲ108日後北海

道で採集）

Ｆ・Ｌ２３国

300～６００N

Ｆ・L35cp醐後

1～Ｌ２Ｋ９

ヅパズーハマチの標識放流（995姑）で放流地点附近の浴l景域（図２４）塗はじめ県下広<再捌された。

島根県沖合i鋤Rは脅威場か？
●

、----=_--_--

Ｆ・Ｌ４５ｍ前後

２～３Ｋ，

当i彌趾寵のブリの漁獲量は700～1,900トンで全県3,000～6,000トンの25～３０％醤ＩＩＴぬる。
■▲■

Ｆ・Ｌ５０顛以'二

３Ｋ9以上

飼料 槙E§i類・サバ・イワシのシラス 魚類（イワシ・アシ・サバ） ｜左同｜左同’ 左同

－－－Ｖ－－－－－－－－
偽根巣下のアジ・イワシ・サバの漁獲麓

アシ3,000～10.000トン，サバ3,000～50.000トン，ウルメ7.000～11.000トン，カククチ2,000～4,000トン

マイワシ100.000～160.00(〕トン

Ｉ

現存量

（来遊識）
－－－－－ゴー

昭和59年９月２１日～10月３１日（４０日間）

醗織故illfよ')賓源最逸算出，ピーターセン法Ｅ＝0.088,100万尾600トン

￣－－－－一Ｆ－－－－つ
何Ｕ標識放流より12＝0.161昭和54年～錦年，平均1,133トン約7,000トンの来遊群

収容鼠 と
－－－－－－￣－－－－－

昭和54～５８年，636～1828トンＥ＝０.ｌ６４ｐＯＯ～lLOOOトン必要餌料，墹肉係数６とすると型000～66.00【１トン

問腿点と

改善の可能性

当海域の西部・東部には，天然礁・人工礎があって，ブリの好漁嶋になっている。しかし，中央域には魚礎がなくＩ漁場として利H1されていない。

この海域に大型人工砿（海域磯）鞍投Ｈすることで，ブリの瀞ｌＷ巷縄させ，漁獲噸遊考える.釣りばかりでなく定置（標識再拙40％），ホリ綱の増

‘期待される。

墹産園 ①釣遊考えろ．

海域鰹２０万空nＦ0.82K，／空､'（浜田人工礁棟木船調満:結果）１６４トン

(造成面積（Ｉａ５ｋＥＦ）より〔滞留時間の増｡｡漁獲の増〕として算出１
(圏２６）

大規摸増殖鯛９万空､'0.35KF／空榊（並馴魚礁標本船調査結果）３２卜

(jHj成而横（15.71【扉）より〔滞超時閲の増密漁穫の増〕として算出１

②定齪碆考えろ。

釣と定齪との関係（Ｍ～().７）より８７～l`１５トン同蟻に刺綱では４１トン

1蝿トン

鍋７トン

（〔滞留時間単漁穫の増〕より定趣網44～９６トン・刺綱66～Ｗトン）（鳳標墹大Zn298トン25.600万脚）



認

ケンサキ・プドウイカ ヤリイカ その他の魚類 ビアワ．サザエ

生態

問題点と

改善の可能性

歴卵期：３～５月（水深抑～40ｍ）

9～11月（水深80ｍ）

幼イカ：８～９月に浅海砂浜域に出現。

漁場は春，夏は沿岸の浅海部秋～冬は水

深80ｍ以上の沖合に形成｡漁穫量は県下で

1.000～2.000トン，当海域では100トン

程度｡

産卵期：１２～４月（沿岸岩鴎域）

幼イカ：４～６月に浅海砂浜域にlfI現し，

水温の上昇につれ，沖合へと移動する。

釣漁場はどく沿津域に形戎される。

漁穫遮は県~「で6.000トン程度，当海域で

も，釣，定画，小型底曳での、要魚樋であ

ろ ０

メバル（ウスメパル）は流れ藻に付1RHして

来遊し，沿縢藻場に着底，沖合の岩砿域へ

移動⑥

イサキは８月頃に小型個体が多く･その後

はlKMH辺lこ生活水深も４０～５０ｍと浅い。

Ｌ－－－－－丁一一一一一一一」
これらの魚煎は魚磁性であり,漁場の造成で墹摩が可能である。

また，その影毒は釣ばかりでなく定画，小型底曳綱へBtよ・

海藻の多い地区程，アワビ，サザエ，の量

G多い傾向がある。

大社～多岐の漁場面積16.5ha，アワビ８．３

トン，サザエ１４．７トン

（アワビ，0.05ｋ／､!）

(サザエ，0.089ｋ／､P）

餌料海藻平均2.8K，／耐

漁場造成すれば，それだけ噌大になる。

勵苗放流で増大を考える。

増産魁 ＊浜田人工礎標本船調査結果

増産目揮

海域礎２０万空呵 （ケンサキ，ブドウイカ，ヤリイカ論.２トン）

ケンサキ,プドウイカ、ヤリイカ

スルメイカ

＊

（スルメイカ６０トン）＊

0.77ｋ／域１５４トン

イサキ0.07ｋ／耐１４トン（８トン）

＊ ６９０万円

その他魚類0.65ｋ／､Ｐ１３０トン（カツオ１９カマス６．３アジ１４．３）

小型底曳網への漁獲潮

（メバル13.8ホウボウ３１．５ウマズラ１４）

98.9トン

5.100万円

116.2トン

7.400万円

砿の周りでの操業は，一般漁場の２～３倍の水搦増がある。－聾当り４３トン金額にして4.000万以上の増が見込まれろ。海域砿沖合は

3蔓提案可能である。（表12,13）

藻M1造成60.000,F

（アワビ３トン）

(サザエ５．４トン）

2.500万円



(8)対象海域の物理，科学的特性と開発可能性

望

水深

沿岸

磯橿

O～１０ｍ

浅・

Ｏ～２０ｍ

●

海 浅海～沖合

２０～６０ｍ

沖合

６０ｍ～

海底地形

（図２７）

東部は岩鑑が多く急峻。西部は砂浜と渚

塵が入り組む。

大社湾老中心とした地域では砂浜が広がる。

その他は岩礎点在。

砂固域多く・鱒は点在。中西部の傾斜は綴

やか’東部急峻◎

廼離～中部にかけ傾斜縄やか'東部は隠岐

海徽広がる。

醒質

（図２８）

岩礎。転石 細砂 細砂，粗砂，礫 ロ御碕を中心に岩砿域が点在するが他は砂，

砂泥域である。

水温

塩 分

栄養塩

日御薗醤境に西部で高温，東部で低温と葱ろ。沖合水深130ｍ以深で時期によ!)底部冷水の張り出しあり。（図２９）

日御碕を中心とし，沿単部に比較して西，東部で尚塩分となる。（脚２９）

沿岸の河lⅡ流入域で栄鍵塩類高値（図３１，３２）（PO4-P，0.02～1.56浬g-at／１，ＮＨＴＮ，0.1～338鯉g-nt／ｌ）

￣■－￣－￣

クロロフィルの量は河ⅡI流入域を中心とした沿岸で多く,沖合では少なくなる。（８～2ｌｘ１０－１浬g／ｌ）他海域（玄海灘等）と比較して差がない。

流 祝

漁場現境

全般にＮＥ方向の流れが卓越するが，湾中部では満流域が形成される。（図３０）

平均流速は10.2～212②／蕊でありlfH大流速値は56cﾛ／SCC（Ｓ､56.10.23）

東部を除いて、磯に乏しい。

冬期の季節風の影程が大きい。

天然ワカメ，イワノリ

が生顧される。

， アワビ，サザエ

地曳網が季節的に行

椎仔の着底鵯として

礎に乏しく，点散する人工鰹，天然礁唇

除いて漁業生産性は低い。ハマチ旋刺網，

ヒラメ曳釣，地曳網が季節的に行われてぃ

ろ ｡

ＮＥ方向の流れが卓越する。

日御碕を中心とした岩醸域はブリ，タイ

等の一本釣好漁場である。他域は魚礁に乏

しく ， 廷I融刺網，イカ釣等が点在する人

エ砿，天然礁燭辺で行われ沖合は小型底曳

漁場となっていろ。

問題点

開発可能性

サザエ涜醸の減少傾向。

漁場面積の不足。

小規模増騎場の造成により，漁場面積の

拡大が可能である。

漁業生産の鵜とすることは困難。

椎仔（マダイ，ヒラメ）の若底場として

の機能醤果していると思われるので，現状

醤維持することが必要である。

魚類の保護育蝿鋼集の場が少ない。

－－￣￣

大観摸増航場造成により，浅海から出て

くるマダイ

な'、

ろ｡

ヒラメの保護，育成がrIJ能と

涜隙瑚大（収容斌墹大）が期待でき

一本釣好漁場の不足。

回遊魚の鋼集滞留場の不足。

海域磯造成により，漁場の拡大，生産量

の哨大が期待出来ろ。



２，海域総合開発構想案

（１）対象海域沿岸漁業の誘導目標

漁業瞳別，階層別増大目標

(金額単位万円）

「
４０，６７３

１
ｍ
ｍ
－

６３４３ ７０３４，９３６ ３８４ ３１６７

クル－プ
定置網 ７３２６０ １２７６５５１０６

２１９０７０ １７，８８０
小型底曳網

クループ
１０～１５

計７７１３８７４１８０厚■■■■■■■■■■■■６９７９１０２６３１３３
計１２２０４４６２９８７９２４７２

本地域漁業者に対する所得目標は，昭和６８年度老目標年度として，農漁村に比較的就業機会の多い建設業と較べ，海上労働

という漁業の特殊性壱考慮して，建設業の平均値より３０％アップ壱所得目標とした。

グループ 漁船階層 漁業者数 収入合計 年収Z人 所得率
漁業所

得／人

所得目

標／人

所得増

／人

地域内増加

所得

地域内生産

増加金額

生産増カロ

金額／人
備考

釣グループ

O～３トン

３

５

夢、=

へ‐

５

10

計

４６３

１７０

１０

人

６４３

JDH

1３７，７０８

８４，２２４

6,013

2２７．９４５

２９７

４９５

６０１

、

３５５

、

弱蝿組０００
Xi円

１７５

２２８

２５２

〃円

２１０

２６０

３１０

万円

3５

３２

５８

鯛

５０００４８２４５９０６５
１

2２，２２５

JiPヨ

2７．４６６

１１

１

0 ８２６

３８１

4ｑ６７３

５９

７０

1３８

万円

●

６３

刺網グループ

0

３

ヘジ

二、=

３

５

計

５８

３３

９１

1９，５０９

１５，４２７

3４，９３６

３３６

４６７

3８４

0.54

0.46

￣

１８１

２１５

２１０

７６０

２９

４５

1．６８２

1，４８５

3．１６７

５８１２１２９■３３
6，３４３

５４

９８

７０

定撹網

壜グループ
定置網 １１１ 7３，２６０ ６６０ 0.4 ２６４ ３１０ ４６ 5,106 1２，７６５ １１５

小型底曳網

グループ
1０ へ‐ 1５ ２９８ 2１９，０７０ ７３５ 0.4 ２８６ 3１０ ２４ 7．１５２ 1７，８８０ ６０

磯根グループ

採貝藻

ワカメ養殖

計

６３

１４

７７

1１，６０９

2，２６５

1３，８７４

１８４

１６２

1８０

８８６５００
1２５

９４

２１０

２１０

８５

１１６ ５４５２３６ａＬ
6，９７９

7，８７５

2，３８８

1０，２６３

１２５

１７１

１３３

計 Ｌ２２０ 4４，６２９ 8７，９２４ ７２



釣

2.48

刺
r1

L」

網

0.37

定

霞

0.84

1.2 4.6 小

型
底
曳

0.84
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(2)対象生物の開発手法

刀 刀
需三:！

'１１

旺
川 邑乞ＣＤ

迅幽ｌ沼肺

〃
こ'ち 色乞

。：

ＣＤ ＣＤ

０００～１１００［

引眺

3,000～４．８００トン

Ⅱ

ＥＩＥ
Hiニミ宅１１圷霊U； ]Ｏ～１－７０【］

lifiII
Ⅱイ刀芸頃

大規模増殖場

､羅:脈〃

海域礎

死亡，逸赦
アワピ

サザエ

育成・漁場

小規模墹殖期（6.000,7）

－５７－



ａ全体事業構想

詔

事業名 事業量 事業費

生産増大目標（年間）

金額 漁業種別 漁種別

大規模増殖場造成事業

(空ｳﾘﾋﾞ，

90,000

(有;iYNNiI ）

(､HFD

１０

(万円）

1４，３１０ 釣

刺網

(万Ｉ工，

2４，８４０

3，６８０

ブリ

マ

上

ダイ

フ 〆

カツオ

ケンサキ・ヤリイカ

ブドウ

スルメイカ

25`650（298 卜(〕ｉＰＪ

4,341（２４７トカ

2,795（１４３トン）

772（１９トカ

3,850（56.2.トン）

3,579（６０トン）

海域礎造成事業

1８．５４

缶

｡

kけ）

２２ ３Ｌ７０２ |H：
8，７４０

8，７４０

小計46,000

メパル

イサキ

カマス

アジ

ホウポウ

ウマズラ

小計

力刀刀刀カカトトトトトト８，３３５３８６４１４
１

１３１くくくくくく４５２２３０４８６１７５５６２６５３
Ｌ

１

刀卜０６５く０００Ｐ６４

小規模増殖場造成事業
４～

60,000減 ２ 2．５００ 採貝藻 2．５００

アワピ

サザ エ ｐｑ００００１４けり１１
並型魚礁設置事業 11,000空"ず 1.4 2，５００ 大規模と同じ 2，５００ 大規模と同じ 2，５００

￣￣



事業の予定位置
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①北浜漁協↓漁

②大社漁協▽定

③西浜漁協●（既設事

④多伎漁協◆小規模増

⑤島津屋漁協

⑥波根漁協

⑦柳瀬漁協

⑧久手漁協

⑨鳥井漁協

⑩和江漁協

⑪五十猛漁協

⑫仁万漁協

港
囮
菊
趨

Ｓ

温泉抑町

ＳＳ
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汎例

Ｓ 砂

Ｍ 泥

B尼 砂泥

fＳ 細砂

Sｈ 貝殻

Ｒ 岩礁

SLR 砂 岩礁

ＲＳＳ 岩礁，細砂
ヂー￣￣■
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qQ

●￣￣＝－－●●

漁場



(4)利用管理計画

管理体制

本海域の総合開発のための各種施設の整備・配置，種苗放流事業の推進などの効果を高める

ためには，資源の培養，育成管理，施設，漁場の適正利用等が必要であり，その上に立った計

画的実行が望まれろ。

そのため，その中核となる推進母体として本海域関係漁協組合長，関係市町村長を主要構成

員とする中部海域漁場管理協議会を組織し，海域内の資源と漁場のあり方等について生産者自

身の意識の高揚を助長するための適切な指導を行うとともに,その実施機関として管理センター

を設置し，機能の運用発揮を図ろ。

､中部海域漁場

管理協議会

筐:二二 鐘
島根海区漁業

調整委員会

出雲地区水産振興協議会

構成

関係ｌ３漁協組合長

関係６市町村

県樵集'3M司組合連合会

県水産関係者

石見地域漁業振興協議会

協議行政機関

三t!;ii壼iFiimmi；
学識経験者

Ｖ開発計画等の策定
者｜助言 一・‐・‐‐‐・・・刊

県水産関

Ｖ種苗放流，育成管理の

決定指導●●

管理センター Ｖ資源の保護培養，管理

の決定指導

Ｖ漁場の利用配分，行使

管理
qb◆

:－－……………………－１

１Ｖ資源培養技術１

１Ｖ沿岸漁場整備開！

｛発技術

１Ｖ養殖技術

１Ｖ海域特性諸情報ｉ

ｉＶ開発適地，効果｜

ｉ判定
L-c＆■---..･ﾛｰｰｰｰ･････-.■･･･････■･□Ｕ

A漁場の管理（監視，見

廻り等）指導

ム漁翻情報資料の提供，

指導

A漁場利用料の徴収

Aその他資源管理に必要

な事項の指導

；Ｖその他漁場管理に必要１

１な事項『

も・・・－．．．－－．．．つ・一・一・・・一一・・・・・－．－．－－．．．．：

－６０－



(５）股計調査計画

実施年度

６０６１６２

|］ Ｆ｡、
￣

ト
調査機関：水試・振興課・各水産事務所

調壷項目 調資のねらぃ 調査方法
実施年度

6０ 6１ 6２

1．事業実施海域の精密鯛査

(1)附近の天然礁

(2)流動，底質

(3)地胆探査

(4)附近既設栂遺物の沈設状況

○魚砺設i:【予定海h鋼l近の天然礎，海底地形篭出来るだけ群

細にし，設固人工醸の規槙，距鑑壱考えろ。

○魚礎設伍予定梅h1iの旅lib，底貿により造成漁場の方向，配

列建決定する □

Ｏ魚礎設圃【予定海域の砂囲厚をみ,設置の可能性壱確かめろ。

Ｏ魚磁の規蝿綱造を決定する－つの資料にする。

○とも島周辺海域の天然腱の緑辺部巷音轌測深機（300～500ｍ間隔，

碁盤目）で調査する。また業者に委託し予定海域の“小さな天然礎両避

サンドスキャンソーナーで調べろ。

○磯榎漁場では，波浪鐘測，深浅測且蓬行う。

○四季別の流動醤流動計（３～４日間）で観測。

○業者に委託する。

○水中ＴＶ，潜水（委託）で調査する。 ○○○
○

○○○ ○○

2．具体的股計調狂 Ｏ魚礎の規鶴配凹，方向（漁場） 形式番決定。 ○各賓料を検討する。 ○ ○ ○

3．対象漁甑の賓顕21副121の補足調

盃

○ヨビ対象漁概の賓瞭量老推定しているが，よ'，億頼性の高い

推定値を胤効果予測の補足とする。

ｏ魚礁の配鰹，規模と餌料生物との腿係壱明らかにし，有効

な餌料空間曙保持できる配置そ考えろ。

○標識放流（マダイ，ヒラメ２才魚主体）と市場調藍。

Ｏブリの資源動向を他研究機関（日水研，西水研）の資料を加えて総合

的に評価する。

○海域内の生物』&廷既存人工砿と関迎きせ科学魚探で調査する。

Ｏヘチマロンの掴造と飼料風との関係壱調斑する。

○○

○ ○○
4．社会現Ｉ猛漁葉実態の補足調

査

Ｏ事業実施までの変動醤把錘し，実施時の補足賛料とする。 ○農林統計賓料，漁協事業報告書，調査表などにより資料収築塗行う。 ○ 。



（図・表編）
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４
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oJcHの
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６７ａｇ’ロ側
調査海域全体（ｌ～20ｍ）の単位

面積当りのアミエピ平均採集壁

５

図１

○：主な餌料生物

△：餌料生物
表Ｉ出現魚種の食性（１９８３．６桁曳網）

－６２－

強 カイ

足類 アミ類 端脚顛 謡曲0頬 クマ類 長尾頬 短足類
ウミ
ホタル 多毛類 魚類 魚卵 貝類 その他

マダイ ○ ○ ○ △ △ △ △ △

上 フ 〆 ○ △ △

ヤリヌメリ △ ○ △ △ △ ○ △ △

トピヌメリ △ ○ ○ △ ○ △ △ △

オニカナガシラ ○ ○ △ △ △ △ △

サピハゼ ○ ○ ○

マトウダイ
○

マエソ △ ○

アサヒアナハゼ ○ ○

カサゴ ○ △ △

ギソポｓｐ ○ ○ △

ホウボウ △ ○ ○ △ △

アミメハギ △ ○

ケダヤガラ ○

ヨウジウオ ○ △

クロエリギソボ ○ ○ △ △ △

マアジ ○

イサキ ○ ○

チカメダルマ △ ○ ○ △ △ △ △ △

アラメガレイ ○ ○ ○

ササウシノシタ △ ○ ○ △ △ △ ○

メイタガレイ △ △ ０
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チ

図２出現魚邇の採捕尾数の順位（１９８３．６板曳網）

斜線：アミ類,端脚類を主に摂餌していろ（イサキ以下は対象外）

表２科学魚探陣よる生物型の推定
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全域平均 礁とその周辺 礁

１０．０１１尾／､P

２０．０２５

３０．０１５

0．０３３・０．０１３

０．０３５・０．０７２

０．０５３・０．１１１ １８０９９１０３１０００
平均０．０１７ 0．０５３ 0.2

①アジ換算（９）０．２ 0．６４ 2.4

②①－全域平均（９） 0４２ 2.2



マダイ幼稚魚の

分布100ｍ､当り

の採捕尾数
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図４マダイ稚魚の水深別の出現状況
（江津市沖）
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－６５－

０１■

1９８３．５．１８

桁曳

ＨＢＳ

可

5．２４

ｼﾞﾖﾚﾝ奥

Ｈｎ３４２

￣￣ L己

６．１５

桁曳

ＨＤＺ１

l-L 、「

６．２８～2９

ジヨレン曳

Ｈｐ５１

〆 豆ﾖームニ7Ｍ儲

5【

５〔

）

ＺＣ

2０

1０



１

。.ｇｇｇｃ

Ｂｈｌ「

(９）

ｂ１００

Ｉｍｍｌ

図８マダイの体長と体重の関係

1０００

恵曇

●

●

恵曇

浜／
醇 大田

Ｋｉｎ

図９標識魚の放流地点（１才魚） ▲曾

繧’
／仁摩

大田
０ 2０ 4０ Ｋｍ

図１０標識魚の再捕地点
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3０9８１２８（標本数）

大社大社

多伎

大田
2０３０４０５０（体長
ロココペポーダ以外の生物、、）

1０

仁摩物生他
み
＋
の
ダ
ダ

一
一

ポ
ポ

ペ
ペ
コ
．

魎
翻

ﾏ報の着底海域２２

図１３
２７

軟体助物

５０～9０１１０～165１６５～270

（体長■｡）（１才）（２才）

図１２マダイの食性

表３大社湾における稚魚の現存１９８３

1０２０３０４０５０

Ｅコヨアミ類

吻端脚類

魍その他

マダイ稚魚の食性

上段：コペポーダを摂餌している
マダイの個体数の割合

下段：コペポーダ以外の食物
個体数組成

図１１マダイ稚魚の食性

－６７－

甲盈頚

多毛額
魚類

甲般類

多毛頚
軟体動物

魚顛

その他

甲殖類
多毛額

軟体励物

魚卵

魚類
軟体I！$物

その他

》

’７★’７★’７★’７★‐７★１九コ★ョ★可★１★可★１★．’★．’★９★★★★★★★★★★★★★★会★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★＋★★★★★★★★★★★★★★ 凸凸甜引。；引訓１１１★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★士★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★七☆★★★★★★★★★ ★★★★★★★☆☆★☆☆凸★★★★★★★★★★★★★★★ｐ★★★★★★★★★☆★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★庁★★★★★★★★★★★ 穴★☆★★★★★★★★★★★★凸★★★★★★★★★★★★★★★【★★★★★★★★★★★★★★七★★★★★★★★★★★★★★★【★★★★★★★★★★★★★★寺昨作上炸片片片片片片片片片片片
現存麺

(万尾）

密度

(尾/hf）

漁璽効率

(松宮1980）

５月 ２２７ ０．０６６ 0．１

６月 ３００ 0.087 0.09

７月 1２１ 0．０５６ 0．０４
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図１５底層水温の季節変動ｏ５８
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餌料生物の最大利用避

餌料生物の個体群の現存量P(t)は，再生産による加入風と移入型をそれぞれＲ（t）とＩ（t）であ
らわせば

ｄＰ（t)／ｄｔ＝－（Ｅ＋Ｍ）Ｐ（t）＋Ｒ（t）＋Ｉ（t)－－－－－－－－－－－－①
によって与えられろと仮定する。ただし，Ｅは逸散係数，Ｍは死亡係数である。

各腫の餌生物の現存量は，１ケ月ぐらいの短期間では，著しい増減はないと考えられるので，簡単
にするため餌生物の現存量を各月間一定Ｐとみなす。すなわちｄＰ（t)／ｄｔ＝０とする。すると

①式は

Ｒ（t）＋Ｉ（t）＝（Ｅ＋Ｍ）Ｐ－－－－－－－－－－－②となる。

－万個体群が指数関数的に減少するとき，みかけの平均寿命はモーｌ／（Ｅ＋Ｍ）で表されるので

加入量と移入型の和はＲ（t）＋Ｉ（t）＝Ｐ／了したがって長さＴの期間内における総加入量と総移
入壁の和Ｒは

Ｒ＝ＲＴ／Ｔ－一一一一一一一一一一③である。

上述のような仮定の下では，ＲがＴの期間内で利用し得る問題にしている餌生物の最大量である。

大社湾のアミでこの考え方を適用すると，移入や逸散は考えなくても良いと思われるので②式を

Ｒ（t）＝ＭＰとし，また下＝１／Ｍと考えても大きな間違いはないと思う。マダイが主に摂餌して
いろと考えられるONeomysisspinosaのおおよその平均寿命を考えてみろと５，６月のものでは

寿命は，長くても２ケ月ぐらいと考えられ（図５，Ｐ４４）産仔数を５０とし２ヶ月間で生残り
を２としてやりその間は，指数関数的に減少して行くと考えてやると自然死亡係数は,Ｍ＝1.6ｍｏ

ｎｔｈ~１となり，平均寿命は約0.63ケ月となる。③式よりＲ＝Ｐｘ１／0.63となり，最大利用鼠は

その期間の現存量の約1.6倍という事になる。

大規模増殖場において，重要な餌料生物である端脚類についても同儀に考えてみろと寿命は，一般

に1年といわれており産仔数を１００として１年間の生残りを２としてやると自然死亡係数はＭ＝

q33montrlとなり平均寿命は約３ケ月という事になるので,最大利用量は③式よりＲ＝ＰＸl／３

となり，その時期の現存量のｌ／３という事になる。
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①

体長

(｡ｍ）

②

体重

（９）

③

体巫瑠加jiL

（９）

①

摂取Ⅲ

（９）

⑤

アミ現存麺(9)

8～20ｍＶ＝0５

⑥

最大利用趣

（９）

⑦

収容皿

（万尾）

5月（末日） 1４ 0．１１ 0.11 0．４１ 86,980Ｘ１０３ 138,Ｏ６３Ｘ１０
３ 33,674

６月 3６ 1.7 1．５９ ５．９ 5,663ｘｌＯｉｊ 8,989×１０３ 150

７月 5８ 7.1 5.4 20.0 25.963×１０３ 41.21ｌｘ103 206

８月 ７９ 17.7 1０．６ 39.3 15.816ｘｌＯ３ 25.ｌＯ５ｘｌＯ３ 6４



●

ⅢＩ

４４４５４ｓ４７４８４９５０５１５２５３５４５５５６５７㈱
図１７漁獲型の経年変動（島根県）
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表６各年級群の体長の平均値と標準偏差

表７各年級の平均値．

表５マダイ1才魚の漁痩尾数

－７２－

年令
平均

(､、）

標準偏差

(m、）

割合

（％）

０

８８

１０８

７７

７

６

１２

４

5.2

7.2

１ １５７ １０ １６．８

２ ２０７ 1８ １７．０

３ ２７４ 1２ 4．１５

４ ２７３ 1０ ０，７５

年令 平均 標準偏差 割合

１ 1４．５ Ｌ６ ２７．０％

２ ２０．３ 2.0 ７２．１％

２＜ 0.9％

漁獲量（Ｋ９）

54～５８年

平均体重

(Ｋ９）
漁獲尾数 １才魚割合 １才魚尾数

小型底曳き ４７，８８２ 0．２７１ 1７６，６８６ １６．８％ ２７，６８３

釣り ２０，３１５ 0．７８８ ２５，７８０ １４．０％ 3，６０７

地曳き 9．１８９． 0．２４７ 3７，２０２ ２７．０％ 1０，０４５

計 ７７，３８６ ２３９，６６８ ４３，３３７



表８大規模増殖場におけるヘチマロン必要壁
大規模増殖場の規模

ＭＯＯ万の効果を上げる事の出

来る大規模増殖場の規模について

必要餌料量より考える。（表６）

①は各月の体長，②は体重,③は

体重増加壁,④は摂取量,⑤は収

容尾数,⑥は必要餌料量,⑦は，

水深30～40ｍにおけるヘチマロ

ン平米当りの付着餌料量（益田大

規模増殖場報告書），③は付着餌

料（主に端脚類）の平均寿命を３

ケ月と考えた場合の，各月の付着

餌料の最大利用量,⑨はヘチマロ

ンの必要量である。

ヘチマロンの必要量は，６月では

２．９ｘ１０４ｍＰ，９月では当才魚と，

１才魚が重複するので９．５ｘｌＯ４

ｍＰと多く，１２月では，４．５ｘｌＯ４

ｍＰである｡必要鐘のもっとも多い，

９月をもとに考えろと９．５X104

IrPのヘチマロンが必要という事に

なる。２ｍ角ブロック礁の柱の部

分と天井にヘチマロン芝とｂつけ

二
困換効率0才魚0．２７

１才魚0．１５

７)］（末I」）５８７」

２６０１０２ｘＩＯ

２４８I７４ｘｌＯＣ１．１５４９月１０１Ｊ６６１８７７００２４８I７４ｘｌＯＣ１１５４

１０月１２２６９Ｊ３Ｊ７】J１２７２８７ｘｌＯＩｉ

ｌｌｎ１２７７２０２７１００ｊｊ７Ｊ３ｘｌＯ

ｌ２１］1２８７３６１６５７２１ｂｌＪｘｌ

踵毒
的9.75㎡が可能なので９．５×１０４÷９．７［

なう事が出来る。

凸
哩

９．７５＝９，７４４より約１万個の２ｍ；と天井にヘチマロン芝とりつけると約９．７５

角ブロック礁老造成すれば餌料はまかなう事ズ

(i）

体長

(､ｉｎ）

体重

（畷）

③

体重燗加型

（９）

餌量

（９）

G2）

収容姥数

(万尾）

⑥

必要餌料越

（９）

●

⑦

餌料／､ゾ

ヘチマロン

（９）

尹￣

③

の最大

利用愚

（９）

⑨

ヘチマロン

必要ｆｌ

(耐）

７月（末日） ５８ 7.1

８月 ７９ 1７．７ １０．６ ３９．３ ２６．０ 10.2ＸｌＯ６

９月 101 ３６．６ 1８．７ ７０．０ ２４．８ １７．４ｘｌＯ６ ＬＩ５４ ３８５ 4５，１９５

10月 1２２ ６９．３ ３２．７ l２ＬＯ ２３．７ 28.7ｘｌＯ
６

1１月 1２７ ７２．０ 2.7 １０．０ ２２．７ 2.3ＸｌＯ６

1２月 1２８ ７３．６ 1.6 5.7 ２１６ Ｌ３ｘ１０６ 1７５ ５８ ２２，４１４

１月 1２８ ７３．６ 0.0 0.0 ２０．７ 0.0

２月 １２８ ７３．６ 0.0 0.0 1９．７ 0.0

３月 １２８ ７３．６ 0.0 ００ 1８．９ 0.0 ４０ １３ 0

４月 1３２ ８ｑ７ 7.1 ４７．３ １８．０ 8.5ｘＩＯＩｊ

５月 1３９ ９４．０ 1３．３ ８８．７ 1７．２ １５．３×１０６

６月 １４７ 110.8 i６．８ １１２０ 1６．４ 18.4ｘｌＯ
６ 1．９３５ ６４５ ２８，５２７

７月 1５５ 1２７．６ 1８．８ 1２５．３ 1５．７ 19.7ｘｌＯ
６

８月 1６３ 1５０．４ 2０．８ 1３８．７ 1５．０ 20.8ｘｌＯ
６

９月 1７０ 1７０．３ １９．７ 1３２．７ 1４．３ 19.ＯｘｌＯ
６ 1．１５４ 3８５ ４９，３５１

1０月 １７８ 195.0 2４．７ 1６４．７ 1３．７ 22.6ｘｌＯ６

11月 １８０．５ ２０３．３ 8.3 ５５．３ １３．１ 7.2ｘｌＯ６

1２月 1８１ ２０４．７ Ｌ６ １０．７ １２．５ Ｌ３ｘ１０６ 1７５ ５８ ２２，４１４

1月 １８１ ２０４．７ 0.0 ０．０ １１．９ 0.0

２月 1８１ ２０４．７ 0.0 0.0 11.4 0.0

３月 １８１ ２０４．７ 0.0 0０ １０．９ 0.0



表９ヒラメ稚魚現存量

局く 分布密度①／､？ 現存麺②万

６３５

９９４

１０９

２１

月

５
６
７
８
９

0．２６９

０．４２１

0．０４６

０．００９

①漁獲効率ｑｌ（実証では０．０８）

②２３．６km'（Ｏ～２０ｍ）

表１１当域漁獲壁内訳

月 総漁獲量Ｋ９ 小型底曳Ｋ， 沿岸Ｋ,

５４

４７

２０４

２５１

５１６

６８６

５４４

４４２

５２３

１，３２５

１，３８１

８２２

６，７９５

６１９４７

９，２１６

１３，２０５

１０，７３０

５．５０２

０

０

０

６１９

３，６４５

９，２８６

９，６３０

７，００１

９，２６３

１３，４０９

１０，９８１

６，０１８

６８６

５４４

４４２

１，１４２

４，９７０

１０，６６７

１０，４５２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
咀
ｌ
Ｔ

７５，５７５ ６８，７８０
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表１０未成魚ヒラメ資源の漁穫係数の推定に用いた
￣－

ｔ，ｊ，Ｓ,，ＴＩ有効放流尾数N及び総再捕尾数Ｃ

４～５月放流群 ７月放流群

３１．８

３１．８

１２７

０

４５２

２０

ｔ（ｄａｙｓ）

』（ｄａｙｓ）

S，（ｄａｙｓ）

Tl（ｄａｙｓ）

Ｎ

Ｃ

７３．６

７３．６

２１０

０

３７３

２５

６０

5０

全

４０

長

p"ｂｏ

２０

1０

４

図2３

５６７８９１０１１（月）

ヒラメ漁業別体長組成（ヒストグラム）とＣＡＳＳＩＥの方法によって分離された

各年級群の体長組成。（○印は年級群の平均全長を表わす。）
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図２６ブリの漁区別漁穫量

漁痩増の算出方法〔滞留時間②漁穫増〕

△Y＝ｑ・Ｆ・Ｐ･ＺＳｉ△Ti／4Ｋ２

△Ｙ＝漁獲増

区画通過区画

ｑ＝０．０８（１３７．１１）

Ｐ＝７，０００トン（来遊資源量）

釣定置刺網

Ｆ＝（０．０１２，０．０１０，０．００６）（漁獲係数）

△Ｔ＝5.0（平均滞留日数）

Ｓｉ＝海域礁１８．５k腺，大規模１５．７kが

（造成面積）

滞留時間増の算出方法

△T＝ｑ･ｚＳｉ△Ti／Ａ
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表１２大社漁協底曳船（５統）老もとにした増産鼠の推定

魚勵名溌極』＿（）統辿11,（）併数増人（（）中価１１／墹人金鞭（千円）

８０（１）４００１２３２

９０１８０（３００）９０1５２

１（３０】）0４４８６

キ２２２４４８０１０４４８０３

７５１１８］1７２０

５１５０８１２５００

７２Ｊ５１８０００８４０

７８２５００

２』１８７０７５２５

６３１４００８００

J卜４１８

（）魚礁性魚撞としてタイ・ホウボウの中間をとった５４～５８年

・表１３礁周辺で操業する場合とそうでない場合の比較

－
『
』
Ｉ

Ｓ５４ （箱数）

霞簔iI薫薫i重ii藁;Ｉ
Ｂ：４挺の平均

魚翻名 漁穫量（トン） l銃当り（トン） 係数 増大鼠（トン） 単価｜ﾘ／K’ 墹大金額（千円）

〆パル 2.8 ０５６ （３．０－ＬＯ） 1．１２ 4.100 1，２３２

アジ 9.0 1．８０ （３０－１．０） 3．６０ ４２０ 1．５１２

カマス 5.1 102 （３．０－１０） ２０４ ４１０ ８３６

ケンサキ・ブドウ ２２．２ 4．４８ 2.Ｏ－ＬＯ 4．４８ ７００ 3.136

スルメイ力 7.5 1．５０ 1８－１．０ １．２０ ６００ ７２０

カレイ ５７．１ 】１．５２ 0．８－１０ ０ ２５０ ０

ホウポウ ３３．３ 6．７２ 3.5-1.0 1６．８０ ５００ 8．４００

ウマズラハギ ３５．９ 7．２８ 0．９－１．０ 0 ２５０ 0

タイ類 ２５．６ 5.］２ 2.7-10 ８７０ 1．７５０ 1５，２２５

こう 〆 ｌｑ８ 2.16 3.5-1.0 5．４０ 2.000 1０．８００

４２．１６ ４３トン ４Ｌ８６１

マダイ

Ａ Ｂ

上 フ J１

Ａ Ｂ

ホウポウ・カブロズブシラ

Ａ Ｂ

ウマズラハギ

Ａ Ｂ

ヤリイカ

Ａ Ｂ

ケンサキイカ

Ａ Ｂ

ムシ灯レイ

Ａ Ｂ

メイタガレイ

Ａ Ｂ

－ギス

Ａ Ｂ

スルメイ力

Ａ Ｂ

そCD他プシレイ・ヒラメ

Ａ Ｂ

1 7６ 】0５ 4９ 115 3０ 4.9 11.7 3７ 10.8 8８ 28.5 25.5 2ｑ６ 1０ 7」 0.3 2.9 弱 爵

２ ３ ５ 3０ 109 2６ 11.4 1２１ 1８３８ 1６ 7.6 4１ 42.4 3８ 訂 1２ 3.8 1９ 0.3 3０ 型.５

３ 3１ 6.9 109 26.5 2２ 12.0 106 1蛇.４ ２ 6.1 8１ 24.3 2８ l鑓 1６ ２ 119 1７ 3.0 2０ 6１１

４ 1９ 5.0 115 現６ 1９ 10.5 124 1202 1.1 230 1119 245 2１２５ 1３ ３ ４ 0.08 ３ ０８ 6０ 5８
－

５ 1０ 6.1 7５ 252 2５ 1３．６ 4９ 蝿.４ 1 0.08 108 57:７ 8０ 123 3１ 12.5 1２ 11.5 1０ 3.3 6０ 825

６

７

８

９ 2９ 125 1４ 1５ 157 41.8 ｣｣1８ 1３７ 4７ 1９１ 145 9Zら 4７ 97」 4２ 9Ｌ６ ４ 3ＬＩ ６ 4.5 1５ 鈍_３

10 7９ 395 5８ 【0.5 150 24.5 207 4７ 3５ 153.4 8０ 60.9 2１ 6０５ 襲 46.6 Ｉ 12.0 ４ 120 ３ 26.1

1１ 5０ 21.9 2６ 8２ 8４ 20.5 1５ 148 4７ 2０ 3７ 酌.0 ４ 27.8 ６ 16.3 195 5.5 1３ 14.3

1２ 114 8.0 6２ 233 5３ 24.0 10 11 5１ 1405 5０ 53.9 魂 47.1 １６ 13.3 ３ 4.7 ４ 3.2 4５ 558

計 311 115.5 5鑓 1艶.２ 566 163.2 780 7663 2鋪 71458 860 501.1 522.5 7５ 1穐 2028 2６ 91.08 6３ 35.5 301 魂

２７ 3.5 3.5 0.9 （2.1） L７ 0.7 0.9 0.3 L８ OＢ



〆

図２７天然礁人工礁沈船および等深線の分布図
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図２９沿岸域水深10ｍの水温，塩分の相対的な分布
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図３０海域の流動（－５ｍ）
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図３１沿岸域のＮＨ４－Ｎの分布 図３２沿岸域のＰＯ４－Ｐの分布
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